
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

〃

〃

○

〃

〃

担

当

課

（

室

）

○

〃

〃

目

次

○

〃

〃

○

〃

〃

【

告

示

】

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

〃

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

○

〃

〃

の

更

新

○

〃

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

○

〃

〃

の

辞

退

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

○

知

事

指

定

薬

物

の

指

定

医

薬

安

全

課

の

完

了

【

企

業

局

】

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

指

導

監

査

課

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

の

届

〃

○

岡

山

県

企

業

局

職

員

就

業

規

則

の

一

部

を

改

正

総

務

企

画

課

出

す

る

規

程

○

〃

〃

（

県

例

規

集

登

載

）

【

公

告

】

○

農

地

を

利

用

す

る

権

利

の

設

定

に

関

す

る

裁

定

農

村

振

興

課

の

申

請

○

〃

〃

○

都

市

計

画

の

案

の

作

成

に

関

す

る

公

聴

会

の

開

都

市

計

画

課

催

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

岡

山

県

公

報

令和７年９月２日 第１２７３２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
四
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
□
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
□
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指 

定
し
た
□ 

令
和
七
年
九
月
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 

 
 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

指
定
年
月
日 

ア
□
ク
訪
問
看
護
ス
テ
□
シ
□
ン
中
庄
店 

 
 

 
 

 
 

 

倉
敷
市
中
庄
二
三
五
二―

一 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
七
年
九
月
一
日 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
五
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
□
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
□
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
□
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
□ 

令
和
七
年
九
月
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

更
新
年
月
日 

楯
築
診
療
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

倉
敷
市
中
庄
三
二
〇
六―

五 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
七
年
九
月
一
日 

大
高
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

倉
敷
市
老
松
町
五―

五
八
八―

一 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
七
年
九
月
一
日 

株
式
会
社 

服
部
薬
局 
二
宮
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

津
山
市
二
宮
一
九
六
一―

一 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
七
年
九
月
一
日 

な
で
し
こ
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

真
庭
市
中
四
四
八―

一 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
七
年
九
月
一
日 

訪
問
看
護
ス
テ
□
シ
□
ン 

ぶ
ど
う
の
家 

天
使
の
お
く
り 

倉
敷
市
船
穂
町
船
穂
二
九
〇
一 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
七
年
九
月
一
日 

も
の 

 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
六
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
□
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
□
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
□
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
□ 

令
和
七
年
九
月
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

辞
退
年
月
日 

か
わ
べ
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
一
七
九
七―

三 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
七
年
八
月
三
十
一
日 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
七
号 

 

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
□
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七

号
□
以
下
□
条
例
□
と
い
う
□
□
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
知
事
指
定
薬
物
を
次
の
と
お
り

指
定
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

知
事
指
定
薬
物
の
名
称 

１ 

□
八
Ｒ
□―
一―

ベ
ン
ゾ
イ
ル―

Ｎ
・
Ｎ―

ジ
エ
チ
ル―

六―

メ
チ
ル―

九
・
十―

ジ
デ
ヒ
ド

ロ
エ
ル
ゴ
リ
ン―
八―

カ
ル
ボ
キ
シ
ア
ミ
ド
□
通
称
名
一
Ｂ
ｚ―

Ｌ
Ｓ
Ｄ
□
及
び
そ
の
塩
類 

２ 

ｔ
ｅ
ｒ
ｔ―

ブ
チ
ル 
三―

□
二―

□
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
□
エ
チ
ル
□
イ
ン
ド
□
ル―

一―

カ

ル
ボ
キ
シ
レ
□
ト
□
通
称
名
Ｎ
Ｂ
ｏ
ｃ―

Ｄ
Ｍ
Ｔ
□
Ｎ
Ｂ―

Ｄ
Ｍ
Ｔ
□
及
び
そ
の
塩
類 

３ 

□
四
Ｓ
・
五
Ｓ
□―

五―
□
四―

フ
ル
オ
ロ
フ
□
ニ
ル
□―

四―

メ
チ
ル―

四
・
五―

ジ
ヒ
ド

ロ
オ
キ
サ
ゾ
□
ル―

二―

ア
ミ
ン
□
□
四
Ｒ
・
五
Ｒ
□―

五―

□
四―

フ
ル
オ
ロ
フ
□
ニ
ル
□―

四―

メ
チ
ル―

四
・
五―

ジ
ヒ
ド
ロ
オ
キ
サ
ゾ
□
ル―

二―

ア
ミ
ン
□
通
称
名
四
Ｆ―

四―

Ｍ
Ａ

Ｒ
□
四―

ｆ
ｌ
ｕ
ｏ
ｒ
ｏ―

四―

Ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｙ
ｌ
ａ
ｍ
ｉ
ｎ
ｏ
ｒ
ｅ
ｘ
□
ｐ
ａ
ｒ
ａ―

ｆ
ｌ
ｕ
ｏ

ｒ
ｏ―

四―

ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｙ
ｌ
ａ
ｍ
ｉ
ｎ
ｏ
ｒ
ｅ
ｘ
□
四
Ｆ―

Ｍ
Ａ
Ｒ
□
四―

Ｆ
Ｐ
Ｏ
□
及
び
そ
れ

ら
の
塩
類 

二 

指
定
の
理
由 

 

条
例
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
薬
物
に
該
当
し
□
県
内
に
お
い
て
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
□
令
和
七
年
九
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
八
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
□
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
□
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
□
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

ア
グ
リ
□
エ
カ
ロ
□
・
星 

  

２  

所
在
地 

総
社
市
総
社
三
丁
目
六―
五 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
グ
リ
□
エ
カ
ロ
□ 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

倉
敷
市
北
浜
町
一
番
二
九―

二
〇
三
号 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
七
年
九
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
〇
八
〇
〇
三
三
三 

五 

サ
□
ビ
ス
の
種
類 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型 

 

 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
九
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
□
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
□
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
□
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す

る
旨
の
届
出
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

ヘ
ル
パ
□
ス
テ
□
シ
□
ン
な
く
ら 

２  

所
在
地 

美
作
市
栄
町
六
八 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

有
限
会
社
美
作
名
倉
堂 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

美
作
市
栄
町
七
一―

一 

三 

廃
止
年
月
日 

 
 

令
和
七
年
八
月
三
十
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
一
五
〇
〇
〇
二
三 

五 

サ
□
ビ
ス
の
種
類 

居
宅
介
護 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
□
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
□
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
□
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す

る
旨
の
届
出
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

リ
ン
ク
ス
ラ
イ
ヴ
笠
岡 

  

２  

所
在
地 

笠
岡
市
十
一
番
町
一
一
番
地
四
六 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

株
式
会
社
リ
ン
ク
ス
ラ
イ
ヴ 

 
  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

倉
敷
市
茶
屋
町
二
一
〇
四
番
地
一 

三 

廃
止
年
月
日 

 

令
和
七
年
八
月
三
十
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
〇
五
〇
〇
四
〇
四 

五 

サ
□
ビ
ス
の
種
類 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型 
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□
三
八
四
□
農
地
法
□
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
□
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□

岡
山
県
農
地
中
間
管
理
機
構
□
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
農
林
漁
業
担
い
手
育
成
財
団
□
か
ら
農
地
を
利

用
す
る
権
利
の
設
定
に
関
し
裁
定
の
申
請
が
あ
□
た
□ 

令
和
七
年
九
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

申
請
に
係
る
農
地
の
所
在
□
地
番
□
地
目
及
び
面
積 

二 

申
請
に
係
る
農
地
の
利
用
の
現
況 

農
地
所
有
者
が
死
亡
し
て
お
り
□
耕
作
の
事
業
に
従
事
す
る
者
が
不
在
と
な
る
こ
と
が
確
実
と
認

め
ら
れ
る
□ 

三 

申
請
に
係
る
農
地
に
つ
い
て
の
申
請
者
の
利
用
計
画
の
内
容
の
詳
細 

裁
定
手
続
後
に
□
岡
山
県
農
地
中
間
管
理
機
構
□
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
農
林
漁
業
担
い
手
育
成

財
団
□
か
ら
借
受
希
望
者
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
□ 

四 

希
望
す
る
農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
始
期
及
び
存
続
期
間
並
び
に
借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の
額

及
び
そ
の
支
払
の
方
法 

五 

意
見
書
の
提
出 

申
請
に
係
る
農
地
の
所
有
者
等
□
農
地
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
有
者
等
を
い
う
□
□

は
□
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

１ 

提
出
期
限 

令
和
七
年
九
月
十
六
日
□
火
□ 

 

２ 

提
出
先 

 
 

 

岡
山
県
農
林
水
産
部
農
村
振
興
課 

 

３ 

記
載
事
項 

⑴ 

意
見
書
を
提
出
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
□
法
人
に
あ
□
て
は
□
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
□ 

⑵ 

意
見
書
を
提
出
す
る
者
の
有
す
る
権
利
の
種
類
及
び
内
容 

⑶ 

意
見
書
を
提
出
す
る
者
の
当
該
農
地
の
利
用
の
状
況
及
び
利
用
計
画 

⑷ 

意
見
書
を
提
出
す
る
者
が
当
該
農
地
を
現
に
耕
作
の
目
的
に
供
し
て
い
な
い
理
由 

⑸ 

意
見
の
趣
旨
及
び
そ
の
理
由 

⑹ 

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項 

高
梁
市
備
中
町
西
山
一
五
二
四
番 

高
梁
市
備
中
町
西
山
一
五
二
二
番 

高
梁
市
備
中
町
西
山
一
五
一
七
番 

高
梁
市
備
中
町
西
山
一
五
一
三
番
二 

所
在
及
び
地
番 

田 田 畑 田 

地
目 

二
□
七
五
六 

一
□
〇
七
八 

二
□
二
一
六 

二
□
一
〇
一 

面
積
□
平
方
メ
□
ト
ル
□ 

令
和
七
年
十
一
月

一
日 

農
地
を
利
用
す
る

権
利
の
始
期 

権
利
の
始
期
か
ら
令

和
十
二
年
十
月
三
十

一
日
ま
で 

存
続
期
間 

四
〇
□
七
五
五
円 

借
賃
に
相
当
す
る

補
償
金
の
額 

農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
始
期

ま
で
に
岡
山
地
方
法
務
局
高
梁

支
局
に
供
託
す
る
□ 

補
償
金
の
支
払
の
方
法 
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□
三
八
五
□
農
地
法
□
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
□
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□

岡
山
県
農
地
中
間
管
理
機
構
□
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
農
林
漁
業
担
い
手
育
成
財
団
□
か
ら
農
地
を
利

用
す
る
権
利
の
設
定
に
関
し
裁
定
の
申
請
が
あ
□
た
□ 

令
和
七
年
九
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

申
請
に
係
る
農
地
の
所
在
□
地
番
□
地
目
及
び
面
積 

二 

申
請
に
係
る
農
地
の
利
用
の
現
況 

 
 

農
地
所
有
者
が
死
亡
し
て
お
り
□
耕
作
の
事
業
に
従
事
す
る
者
が
不
在
と
な
る
こ
と
が
確
実
と
認

め
ら
れ
る
□ 

三 

申
請
に
係
る
農
地
に
つ
い
て
の
申
請
者
の
利
用
計
画
の
内
容
の
詳
細 

裁
定
手
続
後
に
□
岡
山
県
農
地
中
間
管
理
機
構
□
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
農
林
漁
業
担
い
手
育
成

財
団
□
か
ら
借
受
希
望
者
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
□ 

四 

希
望
す
る
農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
始
期
及
び
存
続
期
間
並
び
に
借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の
額

及
び
そ
の
支
払
の
方
法 

五 

意
見
書
の
提
出 

申
請
に
係
る
農
地
の
所
有
者
等
□
農
地
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
有
者
等
を
い
う
□
□

は
□
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

１ 

提
出
期
限 

令
和
七
年
九
月
十
六
日
□
火
□ 

 

２ 

提
出
先 

 
 

 

岡
山
県
農
林
水
産
部
農
村
振
興
課 

 

３ 

記
載
事
項 

⑴ 

意
見
書
を
提
出
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
□
法
人
に
あ
□
て
は
□
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
□ 

⑵ 

意
見
書
を
提
出
す
る
者
の
有
す
る
権
利
の
種
類
及
び
内
容 

⑶ 

意
見
書
を
提
出
す
る
者
の
当
該
農
地
の
利
用
の
状
況
及
び
利
用
計
画 

⑷ 

意
見
書
を
提
出
す
る
者
が
当
該
農
地
を
現
に
耕
作
の
目
的
に
供
し
て
い
な
い
理
由 

⑸ 

意
見
の
趣
旨
及
び
そ
の
理
由 

⑹ 

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項 

倉
敷
市
浅
原
一
一
四
六
番
地 

所
在
及
び
地
番 

畑 

地
目 

四
七
九 

面
積
□
平
方
メ
□
ト
ル
□ 

令
和
七
年
十
一
月

一
日 

農
地
を
利
用
す
る

権
利
の
始
期 

権
利
の
始
期
か
ら
令

和
十
二
年
十
月
三
十

一
日
ま
で 

存
続
期
間 

五
□
二
六
五
円 

借
賃
に
相
当
す
る

補
償
金
の
額 

農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
始
期

ま
で
に
岡
山
地
方
法
務
局
倉
敷

支
局
に
供
託
す
る
□ 

補
償
金
の
支
払
の
方
法 
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□
三
八
六
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
二
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号  

岡
山
県
庁
三
階
大
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
□
岡
山
市
都
市
整
備
局
都
市
・
交
通
部
都
市
計
画
課
□
玉
野
市
建
設
部
都
市

計
画
課
又
は
赤
磐
市
建
設
事
業
部
建
設
課
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り

と
す
る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
□
岡
山
市
都
市
整
備
局
都
市
・
交
通
部
都
市
計
画
課
□
玉
野
市

建
設
部
都
市
計
画
課
及
び
赤
磐
市
建
設
事
業
部
建
設
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 
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 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された岡山県南広域都市計画整備,

開発及び保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べ

たいので申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 
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□
三
八
七
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
一
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

倉
敷
市
羽
島
一
〇
八
三
番
地  

備
中
県
民
局
会
議
棟
第
四
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
□
倉
敷
市
建
設
局
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課
□
総
社
市
建
設
部
都
市
計
画
課

又
は
早
島
町
都
市
整
備
部
建
設
課
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り

と
す
る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
□
倉
敷
市
建
設
局
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課
□
総
社
市
建
設
部

都
市
計
画
課
及
び
早
島
町
都
市
整
備
部
建
設
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 
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 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された岡山県南広域都市計画整備,

開発及び保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べ

たいので申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 
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□
三
八
八
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
十
四
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

津
山
市
山
北
六
六
三
番
地  

津
山
市
役
所
東
庁
舎
三
階
Ｅ
三
〇
二
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
□
津
山
市
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
□
鏡
野
町
ま
ち
づ
く
り
課
又
は
勝
央
町

産
業
建
設
部
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

津
山
広
域
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り
と
す

る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
□
津
山
市
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
□
鏡
野
町
ま
ち
づ
く
り
課

及
び
勝
央
町
産
業
建
設
部
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された津山広域都市計画整備,開発

及び保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたい

ので申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



□
三
八
九
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
七
日
午
後
二
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

笠
岡
市
笠
岡
一
八
六
六
番
地
一  

中
央
公
民
館
二
階
教
育
委
員
会
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
又
は
笠
岡
市
建
設
部
都
市
計
画
課
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

笠
岡
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
笠
岡
市
建
設
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された笠岡都市計画整備,開発及び

保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたいので

申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



□
三
九
〇
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
七
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

井
原
市
井
原
町
三
一
一
番
地
の
一  

井
原
市
役
所
四
階
大
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
又
は
井
原
市
建
設
経
済
部
都
市
施
設
課
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

井
原
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
井
原
市
建
設
経
済
部
都
市
施
設
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す

る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された井原都市計画整備,開発及び

保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたいので

申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



□
三
九
一
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
八
日
午
後
二
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

高
梁
市
松
原
通
二
〇
四
三
番
地  

高
梁
市
役
所
三
階
大
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
又
は
高
梁
市
土
木
部
都
市
整
備
課
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

高
梁
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
高
梁
市
土
木
部
都
市
整
備
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された高梁都市計画整備,開発及び

保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたいので

申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



□
三
九
二
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
八
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

新
見
市
新
見
三
一
〇
番
地
三  

新
見
市
役
所
南
庁
舎
三
階
大
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
又
は
新
見
市
建
設
部
都
市
整
備
課
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

新
見
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
新
見
市
建
設
部
都
市
整
備
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された新見都市計画整備,開発及び

保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたいので

申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



□
三
九
三
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
十
日
午
後
二
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

備
前
市
東
片
上
一
二
六
番
地  

備
前
市
役
所
本
庁
大
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
又
は
備
前
市
建
設
部
都
市
計
画
課
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

備
前
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
備
前
市
建
設
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された備前都市計画整備,開発及び

保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたいので

申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



□
三
九
四
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
十
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

和
気
郡
和
気
町
尺
所
五
五
五
番
地  

和
気
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
□
大
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
又
は
和
気
町
産
業
建
設
部
都
市
建
設
課
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

和
気
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
和
気
町
産
業
建
設
部
都
市
建
設
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す

る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された和気都市計画整備,開発及び

保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたいので

申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



□
三
九
五
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
十
六
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

真
庭
市
久
世
二
九
二
七
番
地
二  

真
庭
市
役
所
二
階
大
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
又
は
真
庭
市
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

真
庭
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
真
庭
市
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供

す
る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された真庭都市計画整備,開発及び

保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたいので

申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



□
三
九
六
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
十
六
日
午
後
三
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

真
庭
市
久
世
二
九
二
七
番
地
二  

真
庭
市
役
所
二
階
大
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
又
は
真
庭
市
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

湯
原
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
真
庭
市
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供

す
る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された湯原都市計画整備,開発及び

保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたいので

申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



□
三
九
七
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
十
四
日
午
後
二
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

美
作
市
美
来
一
番
地  

美
作
市
役
所
二
階
中
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
又
は
美
作
市
都
市
整
備
部
都
市
住
宅
課
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

美
作
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
美
作
市
都
市
整
備
部
都
市
住
宅
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す

る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された美作都市計画整備,開発及び

保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたいので

申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



□
三
九
八
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
九
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
三
〇
五
〇
番
地  

浅
口
市
役
所
三
階
第
一
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
□
浅
口
市
産
業
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
課
又
は
里
庄
町
ま
ち
整
備
課
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

浅
口
広
域
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り
と
す

る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
□
浅
口
市
産
業
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
課
及
び
里
庄
町
ま
ち
整
備

課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 
電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された浅口広域都市計画整備,開発

及び保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたい

ので申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 

令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号令和７年９月２日　岡山県公報　第１２７３２号



□
三
九
九
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
九
日
午
後
二
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
三
〇
一
八
番
地  

矢
掛
町
役
場
三
階
大
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
又
は
矢
掛
町
建
設
課
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

矢
掛
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
矢
掛
町
建
設
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 
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 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された矢掛都市計画整備,開発及び

保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたいので

申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 
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□
四
〇
〇
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
□
公
聴
会
を
開
催
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
十
六
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
吉
川
四
八
六
〇
番
地
の
六  

き
び
プ
ラ
ザ
一
階
第
一
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
□
意
見
書
□
別
紙
様
式
□
を
令
和
七
年
九
月

五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
□
提
出
先
は
□
岡
山
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
又
は
吉
備
中
央
町
吉
備
高
原
都
市
事
務
所
企
画
課
□
□ 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
□
公
聴
会
に
出
席
し
□
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
□
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

吉
備
高
原
都
市
計
画
整
備
□
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
□
な
お
□
詳
細
は
次
の
と
お
り
と
す

る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
□

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
吉
備
中
央
町
吉
備
高
原
都
市
事
務
所
企
画
課
に
お
い
て
縦

覧
に
供
す
る
□
□ 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
□
た
場
合
は
□
公
聴
会
を
中
止
す
る
□
そ
の
際
は
□
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
□
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

□
ム
ペ
□
ジ
□h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

□
に
お
い
て
も
公
表
す
る
□ 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
□
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 
電
話
〇

八
六―

二
二
六―

七
四
九
二
□ 
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 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和７年９月２日付けの岡山県公報で公告された吉備高原都市計画整備,開発

及び保全の方針の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたい

ので申し出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800字程度にまとめること。 

   ２ 楷
かい

書で明 瞭
りょう

に記載すること。 
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□
四
〇
一
□
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
□ 

 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
地
頭
片
山
字
地
頭
部
八
二
七
番
一
□
八
二
七
番
三 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
井
尻
野
一
四
三
番
地
二
サ
ン
フ
ラ
ワ
□
Ｂ
一
〇
一 

平
松 

彬
真 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
七
年
六
月
二
十
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
九
号 
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◎
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
六
号 

 

岡
山
県
企
業
局
職
員
就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
□ 

 
 
 
 

令
和
七
年
九
月
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者 

 

片 
 

山 
 

誠 
 

一 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

岡
山
県
企
業
局
職
員
就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

岡
山
県
企
業
局
職
員
就
業
規
則
□
昭
和
四
十
二
年
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
一
号
□
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
□ 

第
十
五
条
の
二
第
四
項
中
□
□
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
□
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
□
を

削
る
□ 

 

第
十
五
条
の
三
第
四
項
中
□
介
護
時
間
は
□
一
日
を
通
じ
□
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
□
又
は
終
業

の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
二
時
間
□
□
を
削
り
□
□
に
規
定
す
る
部
分
休
業
□
を
□
の
規
定
に
よ
る
同
条

第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
部
分
休
業
□
に
□
□
あ
る
日
□
を
□
あ
る
日
の
介
護
時

間
□
に
□
□
□
二
時
間
□
を
□
□
一
日
に
つ
き
二
時
間
□
に
□
□
時
間
□
□
を
□
時
間
□
に
改
め
る
□ 

第
十
五
条
の
六
を
第
十
五
条
の
七
と
し
□
第
十
五
条
の
五
を
第
十
五
条
の
六
と
し
□
第
十
五
条
の
四

の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
□ 

 

□
妊
娠
□
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
を
し
た
職
員
等
に
対
す
る
意
向
確
認
等
□ 

第
十
五
条
の
五 

管
理
者
は
□
職
員
又
は
そ
の
配
偶
者
が
妊
娠
し
□
又
は
出
産
し
た
こ
と
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
事
実
の
申
出
を
し
た
職
員
□
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
□
申
出
職
員
□
と
い
う
□
□
に
対
し

て
□
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

一 

申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
□
次
号
に
お
い
て
□
出
生
時
両

立
支
援
制
度
等
□
と
い
う
□
□
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置 

二 

出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
の
申
告
□
請
求
又
は
申
出
□
次
項
第
二
号
に
お
い
て
□
請
求
等
□
と

い
う
□
□
に
係
る
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置 

三 

申
出
職
員
の
申
出
に
係
る
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
申
出
職
員
の
家
庭
の
状
況
に

起
因
し
て
当
該
子
の
出
生
の
日
以
後
に
発
生
し
□
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活

と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
障
害
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
申
出
職
員
の
意
向
を

確
認
す
る
た
め
の
措
置 

２ 

管
理
者
は
□
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
職
員
□
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
□
対
象
職
員
□
と

い
う
□
□
に
対
し
て
□
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

一 

対
象
職
員
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
□
次
号
に
お
い
て
□
育
児
期
両
立

支
援
制
度
等
□
と
い
う
□
□
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置 

二 

育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置 

三 

対
象
職
員
の
三
歳
に
満
た
な
い
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
対
象
職
員
の
家
庭
の
状

況
に
起
因
し
て
発
生
し
□
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立

の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置 

３ 

管
理
者
は
□
第
一
項
第
三
号
又
は
前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
意
向
を
確
認
し
た
事
項
の
取
扱
い

に
当
た
つ
て
は
□
当
該
意
向
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

第
六
十
六
条
を
次
の
と
お
り
改
め
る
□ 

□
部
分
休
業
□ 

第
六
十
六
条 

管
理
者
は
□
職
員
□
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
を
除
く
□
□
が
請
求
し
た
場
合
に
お
い

て
□
公
営
企
業
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
□
次
項
か
ら
第
七
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
□
当
該
職
員
が
そ
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
た
め
一
日
の
勤
務

時
間
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
□
以
下
□
部
分
休
業
□
と
い
う
□
□
を
承
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
□ 
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２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
職
員
は
□
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
ご
と
に
□
あ
ら
か
じ
め
□
次
の
各
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
の
う
ち
い
ず
れ
の

範
囲
内
で
当
該
期
間
に
お
け
る
部
分
休
業
を
請
求
す
る
か
を
管
理
者
に
申
し
出
る
も
の
と
す
る
□ 

一 
一
日
に
つ
き
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内 

二 
一
年
に
つ
き
七
十
七
時
間
三
十
分
を
超
え
な
い
範
囲
内 

３ 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
部
分
休
業
□
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
□
第
一
号
部
分

休
業
□
と
い
う
□
□
の
承
認
は
□
三
十
分
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
□ 

４ 

育
児
時
間
又
は
介
護
時
間
を
承
認
さ
れ
て
い
る
職
員
に
対
す
る
第
一
号
部
分
休
業
の
承
認
に
つ
い

て
は
□
一
日
に
つ
き
二
時
間
か
ら
当
該
育
児
時
間
及
び
介
護
時
間
を
承
認
さ
れ
て
い
る
時
間
を
減
じ

た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す
る
□ 

５ 

第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
部
分
休
業
□
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
□
第
二
号
部

分
休
業
□
と
い
う
□
□
の
承
認
は
□
一
時
間
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
□
た
だ
し
□
次
の
各

号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
□
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
数
の
第
二
号
部
分
休
業
を
承
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
□ 

一 

一
回
の
勤
務
に
係
る
日
ご
と
の
勤
務
時
間
に
分
を
単
位
と
し
た
時
間
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
□

当
該
勤
務
時
間
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き 

当
該
勤
務
時
間
の
時
間
数 

二 

第
二
号
部
分
休
業
の
残
時
間
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
□
当
該
残
時
間

数
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き 
当
該
残
時
間
数 

６ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
は
□
特
別
の
事
情
□
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り

入
院
し
た
こ
と
□
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
そ
の
他
の
申
出
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た

事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
部
分
休
業
を
変
更
し
な
け
れ
ば
職
員
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る

ま
で
の
子
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
と
管
理
者
が
認
め
る
事
情
□
が
あ
る
場
合
に
限
り
□
当

該
申
出
の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

７ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
は
□
当
該
申
出
を
し
た
範
囲
内
□
前
項
の
規
定
に
よ
る

変
更
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
□
そ
の
変
更
後
の
も
の
□
に
お
い
て
□
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
部
分

休
業
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

第
六
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
□ 

□
部
分
休
業
の
変
更
□ 

第
六
十
七
条
の
二 

第
六
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
□
職
員
が
申
出
の
内
容
を
変
更
す
る
と
き
は
□

変
更
届
□
様
式
第
十
三
号
の
二
□
を
添
え
て
□
前
条
第
一
項
の
部
分
休
業
承
認
請
求
書
を
管
理
者
に

提
出
す
る
も
の
と
す
る
□ 

様
式
第
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
□ 
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様式第１３号（第67条関係） 

 

部 分 休 業 承 認 請 求 書 

 

請求年月日  年  月  日   

          殿 

 

請求者 所属課(室)所名   

職 名   

職 種   

氏 名  

生 年 月 日 年  月  日生（  ）歳 

   

次のとおり第１号部分休業の承認を請求します。 

１ 請求に係る子 

氏 名   

続 柄 等   

生 年 月 日 年  月  日生 

２ 
請 求 期 間

及 び 時 間 

期 間 主 な 取 得 時 間 

年 月 日から 

年 月 日まで 

□毎日 

□その他（  ） 

午前 時 分～ 時 分 

午後 時 分～ 時 分 

年 月 日から 

年 月 日まで 

□毎日 

□その他（  ） 

午前 時 分～ 時 分 

午後 時 分～ 時 分 

年 月 日から 

年 月 日まで 

□毎日 

□その他（  ） 

午前 時 分～ 時 分 

午後 時 分～ 時 分 

３ 備 考 
  

※主な取得時間欄に記入している時間以外であっても、岡山県企業局職員就業規則（昭和 

42年岡山県企業管理規程第１号）第66条に規定する範囲内において取得することができ

る。 

 

次のとおり第２号部分休業の承認を請求します。 

１ 請求に係る子 

氏 名   

続 柄 等   

生 年 月 日 年  月  日生 

２ 請 求 期 間   年  月  日から  年  月  日  まで 

３ 備 考 
  

（注）① 第１号部分休業とは岡山県企業局職員就業規則第66条第２項及び第３項に規定

する第１号部分休業を、第２号部分休業とは同規則第66条第２項及び第５項に規

定する第２号部分休業をいう。 

② この請求書には、請求に係る子の氏名、請求者との続柄等及び生年月日を証明す

    る書類（住民票、医師又は助産師が発行する出生証明書、母子健康手帳の出生届出

    済証明書、官公署が発行する出生届受理証明書又は養子縁組届受理証明書、事件が

    係属している家庭裁判所等が発行する事件係属証明書、児童相談所長が発行する

    委託措置決定通知書又は証明書等）を添付すること（写しでも可）。 

③ 該当する□には✓印を記入すること。 
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様
式
第
十
三
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
□ 
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様式第１３号の２（第67条の２関係） 

 

変  更  届 

 

届出年月日  年  月  日   

          殿 

 

届出者 所属課(室)所名   

職 名   

職 種   

氏 名  

生 年 月 日 年  月  日生（  ）歳 

   

以下の事情により、以前に申出を行った部分休業について、内容を変更します。 

 

 

 

 

規則で定める

特別の事情 

 

 

 

（注）① 規則で定める特別の事情とは、岡山県企業局職員就業規則（昭和42年岡山県企業

    管理規程第１号）第66条第６項に規定する事情（配偶者が負傷又は疾病により入院

    したこと、配偶者と別居したことその他の以前の申出時に予測することができな

    かった事実が生じたことにより、当該職員の子の養育に著しい支障が生じると管

    理者が認める事情）をいう。 

② 部分休業承認請求書に、この変更届を添付すること。 
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附 

則 

□
施
行
期
日
□ 

１ 

こ
の
規
程
は
□
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
□
た
だ
し
□
次
項
の
規
定
は
□
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
□ 

□
経
過
措
置
□ 

２ 

管
理
者
は
□
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
□
以
下
□
施
行
日
□
と
い
う
□
□
前
に
お
い
て
も
□
改
正
後

の
第
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
□
同
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き

る
□
こ
の
場
合
に
お
い
て
□
そ
の
講
じ
ら
れ
た
措
置
は
□
施
行
日
以
後
は
□
同
項
の
規
定
に
よ
り
講

じ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
□ 

３ 

施
行
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
部
分
休
業
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お

け
る
改
正
後
の
第
六
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
□
同
号
中
□
七
十
七
時
間

三
十
分
□
と
あ
る
の
は
□
□
三
十
八
時
間
四
十
五
分
□
と
す
る
□ 
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